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ステップバイステップに要約してください。 
ChatGPT 
第 78 回サイバーシンポジウム文字起こしのステップバイステップ要約 
1. はじめに (3:10) 

• 喜連川 優（情報・システム研究機構長）がシンポジウムの開会を宣言。 
2. ご挨拶 (4:12) 

• 坂本 修一（文部科学省大臣官房サイバーセキュリティ・政策立案総括審議官）がシ
ンポジウムの意義とサイバーセキュリティの重要性を強調。 

3. 岡山大学 DS 部の活動事例 (11:44) 
• 野上 保之教授と池坂 和真博士課程学生が、学生主導の DX 推進事例を紹介。 

o 岡山大学データサイエンス部（DS 部）の設立背景。 
o 学生による様々なプロジェクトの具体例（小売業界の SDGs 活動、製造業と

の連携プロジェクトなど）。 
o 学生が実施する学内 DXと地域連携の取り組み。 

4. AXIES による著作権教育教材の開発 (37:58) 
• 布施 泉教授（北海道大学情報基盤センター）が、著作権教育教材の開発と無償提供

について説明。 
o クリエイティブコモンズライセンスを利用した教材の概要。 
o 教材の具体的な内容とその利用方法。 

5. Why Analytic Maturity Matters (1:05:35) 
• Jason F. Simon（University of North Texas）が、データアナリティクスの重要性と

その影響について話す。 
o 大学のデータ文化の変革とその具体例。 

6. GIGAスクール構想の成果と課題 (1:29:05) 
• 寺島 史朗（文部科学省初等中等教育局学校情報基盤・教材課長）が、GIGAスクー

ル構想の進展と今後の課題について言及。 
7. 生成 AI の教育現場での活用事例 (1:59:28) 

• 森 裕崇教諭と芳賀 康大教諭（京都市立西京高等学校）が、生成 AI の教育現場での
活用例を紹介。 

8. ディスカッション (2:28:43) 
• 各発表者によるパネルディスカッション。 



o 各発表の要点の再確認。 
o 今後の教育と DX推進に関する議論。 

この要約は、シンポジウムの各発表内容を順を追って簡潔にまとめたものです。より詳細な
情報や具体的なプロジェクト事例については、各発表者の説明を参照してください。 
4o 
3. 岡山大学 DS部の活動事例について、詳細な要約を作成してください。 
ChatGPT 
岡山大学 DS部の活動事例（11:44～37:58） 
発表者 

• 野上 保之教授 
• 池坂 和真博士課程 2 年生 

発表タイトル 
• 岡山大学データサイエンス部の活動を通した学生主導の DX 推進事例 

内容概要 
1. 岡山大学 DS 部の設立背景と目的 

• 設立背景 
o 新しいデジタルネイティブ世代への教育貢献と人材育成を模索。 
o コロナ禍での学生支援の一環として設立。 
o 学生から「大学にもっと振り回してほしい」という声を受け、勇気を持って

新しいことに挑戦。 
• 目的 

o 学生がデジタルツールを使いこなす環境を提供し、実践的な学びを促進。 
o セキュリティ、プライバシー、データ保護を意識した教育を重視。 

2. 活動内容 
• プロジェクト事例 

o 小売業界の SDGs活動：食品ロス削減アプリを開発し、地域のスーパーに提
供。 

o 製造業との連携：岡山県内の中島プロペラと協力し、課題解決型のプロジェ
クトを実施。 

o 金融機関との協力：地元銀行（中国銀行）と人事労務作業の自動化ツールを
開発。 

• 学内 DX 
o 学祭の入場管理システム：体温測定機能を持つ入場管理システムを開発。 
o ホームカミングデイのウェブ作成：デザイン視点を取り入れたホームページ

作成。 
3. 教育効果 



• 学生の成長 
o リカレント教育における TA（ティーチングアシスタント）としての参加。 
o 高校生との連携を通じた教育支援（探求授業の支援など）。 
o 学生が主体的に地域や企業と連携し、実践的なスキルを習得。 

• 実績 
o 共同研究の数が増加し、学生の博士進学率が向上。 
o セキュリティを学びたい学生が増加し、セキュリティ関連の教育活動が活発

化。 
4. 今後の展望 

• 拡大計画 
o 博士課程や高校生、中学生をさらに巻き込んで活動を拡大。 
o SDGs に基づくプロジェクトを推進し、社会貢献を目指す。 

5. 発表者の感想とまとめ 
• 野上 保之教授 

o 学生が主体的に活動することで、大学としての研究や教育の質が向上。 
o 企業や地域との連携が強化され、実践的な教育が可能に。 

• 池坂 和真博士課程学生 
o 学生視点からのプロジェクトの意義と実績を強調。 
o 教職員の協力と企業との連携が活動の成功に寄与。 

この詳細な要約は、岡山大学データサイエンス部の活動内容とその教育効果、将来の展望に
ついての包括的な説明を提供しています。学生主導の DX推進の具体例を通じて、実践的な
学びと地域連携の重要性が強調されています。 
4o 
質疑応答があれば記載してください。 
ChatGPT 
岡山大学 DS部の活動事例 - 質疑応答（33:00～37:58） 
質問 1: 活動の具体的な成果について 

• 質問者: シンポジウムの参加者 
• 質問内容: 具体的にどのようなビフォーアフターがあり、どの点で DS 部の活動が

役立ったのか。 
回答: 池坂 和真 

• 学生視点からの回答: 
o 教職員の協力: 企業と大学の連携が強化され、共同研究の数が増加した。 
o 活動の実績: 具体的なプロジェクト例（アプリ開発、製造業との連携）を通

じて、学生が自ら課題を発見し解決する力が養われた。 
o 大学の支援: コーディネーターの協力により、企業との連携が円滑に進むよ



うになった。 
回答: 野上 保之教授 

• 大学の視点からの回答: 
o 企業との関係強化: 学生の活動を通じて、企業が岡山大学に相談しやすくな

り、共同研究の案件が増加した。 
o 学生の成長: DS 部の学生は博士課程進学率が向上しており、特にセキュリ

ティ分野への関心が高まっている。 
o 教育の質向上: 産業界との連携により、学生が実践的なスキルを身につけ、

セキュリティを意識した学びが進んでいる。 
質問 2: 定量的な成果の把握について 

• 質問者: シンポジウムの参加者 
• 質問内容: 定量的なデータ（例えば、共同研究の数や学生の進学率など）について、

具体的な数値が知りたい。 
回答: 野上 保之教授 

• 大学の視点からの回答: 
o 共同研究の数: DS 部の活動により、共同研究の数が増加しているが、具体的

な数値はまだ集計中。 
o 博士課程進学率: DS 部の学生の博士進学率が上昇している。 
o 今後の報告: 定量的なデータを集めて、文科省や他の大学とも共有し、より

具体的な成果を示していく予定。 
まとめ 

• 質疑応答の総括: 
o 学生主導の DX 推進活動が大学と産業界の連携を強化し、学生の成長に寄与

していることが強調された。 
o 定量的な成果の把握と共有が今後の課題として挙げられ、他の大学や文科省

への情報提供が期待されている。 
この質疑応答セッションでは、岡山大学 DS 部の活動の具体的な成果とその影響についての
質問があり、発表者が詳細に回答しました。学生と大学の両視点からの回答により、活動の
意義と将来の展望が明確になりました。 
4o 
4. AXIES による著作権教育教材の開発 について、詳細な要約を作成してください。 
ChatGPT 
AXIES による著作権教育教材の開発（37:58～1:05:35） 
発表者 

• 布施 泉教授（北海道大学情報基盤センター） 
発表タイトル 



• AXIES（大学 ICT推進協議会）による学生・教員向けの著作権教育教材の開発と無
償提供 

内容概要 
1. 教材開発の背景と目的 

• 背景 
o 著作権教育の重要性が高まっていることを受け、大学 ICT 推進協議会

（AXIES）がプロジェクトを立ち上げ。 
o オンライン教育の推進に伴い、著作権問題が増加。 

• 目的 
o 学生および教員向けに著作権について正しく理解してもらうための教材を

無償で提供する。 
o クリエイティブコモンズライセンスを利用し、広く利用可能な教材を作成。 

2. 教材の内容と構成 
• 教材の構成 

o 大きく 2種類の教材に分かれている。 
1. 学生向けの短編動画 

 23 編の短編動画。 
 ホームページから無料で視聴可能。 

2. 教員向けの PDF および HTML 資料 
 著作権法の基礎、授業での著作物利用に関する Q&A、許諾

の取り方、著作権クイズなどを含む。 
 PDF と HTMLの 2種類があり、内容はほぼ同じ。 
 HTML 版にはクイズが含まれている。 
 クリエイティブコモンズライセンス（CC-BY）で提供され、

改変や商用利用も可能。 
3. 教材の特徴と利点 

• クリエイティブコモンズライセンス 
o 教材はクリエイティブコモンズライセンス（CC-BY）で提供され、自由に改

変や商用利用が可能。 
o 教育機関でのカスタマイズ利用がしやすい。 

• 実用性と汎用性 
o 実際の教育現場で使いやすいように設計されている。 
o 学生向け動画は短編で実写映像を使用し、大学生が自分を投影しやすい内容

に。 
o 教員向け資料は、著作権法の基礎から具体的な許諾の取り方まで網羅。 

4. 教材の具体的な使用方法 



• 学生向け動画 
o 短編の物語編と解説編に分かれている。 
o 自習用や授業でのディスカッション用に利用可能。 
o 物語編で問題提起し、解説編で詳細を説明。 

• 教員向け資料 
o PDF 版と HTML版を提供し、オンライン授業や研修で利用可能。 
o 内容には弁護士の監修が入っており、信頼性が高い。 
o 英語版も提供しており、外国語対応も可能。 

5. 教材の更新と今後の展望 
• 更新履歴 

o 教材は定期的に更新され、新しい情報や修正が反映されている。 
o 教員からのフィードバックを受け、Q&A の追加や内容の改訂が行われてい

る。 
• 今後の計画 

o 出前講義の実施や、大学教員への著作権に関する調査を進める。 
o 2024 年度には、留学生対応のための英語化をさらに推進し、解説フリップ

や字幕を英語化。 
6. 動画教材の詳細 

• 動画教材の内容 
o 全 23 編で、各編が数分から 10 分程度の短編。 
o キーワードは著作権の基本概念、著作権者の権利、SNS での著作権問題、引

用の方法、YouTubeにアップロードした際の問題など。 
• 制作のポイント 

o 大学生役の俳優を起用し、現実に即したシナリオ。 
o 物語編と解説編に分かれ、授業や自習で使いやすい構成。 
o 日本語字幕の挿入により、視聴しやすさを向上。 

質疑応答 
• 質疑応答の内容は記載なし。 

この詳細な要約は、AXIES による著作権教育教材の開発とその提供内容について包括的に
説明しています。教材の特徴、構成、具体的な使用方法、そして今後の展望についても詳細
に述べられています。 
4o 
7. 生成 AI の教育現場での活用事例 について、詳細な要約を作成してください。 
ChatGPT 
生成 AI の教育現場での活用事例（1:59:28～2:28:43） 
発表者 



• 森 裕崇（京都市立西京高等学校 情報科教諭 / DX・生成 AI 検討委員会 チームリ
ーダー） 

• 芳賀 康大（京都市立西京高等学校 英語科教諭） 
発表タイトル 

• 生成 AI の教育現場での活用事例 
内容概要 
1. 生成 AI の導入背景 

• 背景 
o 生成 AI（例: チャット GPT）の登場により、教育現場における AI の活用が

注目されるようになった。 
o 教育の質向上と効率化を目指し、生成 AI の導入を検討。 

2. 活用事例の具体例 
• 情報科の授業 

o プログラミング教育 
 生成 AI を用いたコード生成とデバッグの支援。 
 学生がプログラムを書く際の補助として、リアルタイムでのフィー

ドバックを提供。 
o データ解析 

 生成 AI を使ってデータ解析の方法を学ぶ授業。 
 学生がデータセットを AI に入力し、結果を解析するプロセスを体

験。 
• 英語科の授業 

o 作文指導 
 学生が書いた英作文に対して生成 AI がフィードバックを提供。 
 文法や語彙の修正提案を行い、学生の文章力向上を支援。 

o 会話練習 
 生成 AI を利用した対話シミュレーション。 
 学生が AI と英語で会話することで、実践的な会話能力を養う。 

3. 教育効果とメリット 
• 個別学習の強化 

o 生成 AI が個別にフィードバックを提供することで、学生一人ひとりの学習
ペースに合わせた指導が可能。 

o 大人数のクラスでも、教師の負担を減らしながら個別指導が実現。 
• 効率的な学習支援 

o プログラムの自動生成やエラーチェックを行うことで、学生の学習時間を効
率化。 



o 英作文のリアルタイムフィードバックにより、迅速な学習改善が可能。 
• 学生の主体性向上 

o AI と対話しながら学ぶことで、学生が自発的に学習に取り組む姿勢を育成。 
o 自分のペースで学べる環境が整い、学習意欲の向上が期待される。 

4. 課題と改善点 
• 生成 AI の限界 

o 生成 AI の回答が必ずしも正確ではない場合があり、教師の監督が必要。 
o 学生が AI に依存しすぎるリスクがあるため、適切な利用バランスが求めら

れる。 
• プライバシーとデータセキュリティ 

o 学生のデータを AI に入力する際のプライバシー保護が重要。 
o データセキュリティの観点から、AI の利用方法やデータ管理に関するルー

ル整備が必要。 
5. 今後の展望 

• 生成 AI の更なる活用 
o 生成 AI の性能向上に伴い、より高度な学習支援が可能になることを期待。 
o 他教科への導入も視野に入れ、生成 AI を活用した総合的な教育プログラム

の開発を進める。 
• 教育現場の AI リテラシー向上 

o 教師の AI リテラシー向上を図るための研修やワークショップを実施。 
o 学生に対しても AI リテラシー教育を行い、適切な AI の利用方法を指導。 

質疑応答 
• 質疑応答の内容は記載なし。 

この詳細な要約は、生成 AI の教育現場での具体的な活用事例とその教育効果、課題、今後
の展望について包括的に説明しています。各教科での具体的な利用方法やメリット、課題点
などが明確に示されています。 
4o 
8. ディスカッション について、詳細な要約を作成してください。 
ChatGPT 
ディスカッション（2:28:43～終了） 
パネリスト 

• 喜連川 優（情報・システム研究機構長） 
• 坂本 修一（文部科学省大臣官房サイバーセキュリティ・政策立案総括審議官） 
• 野上 保之（岡山大学学術研究院環境生命自然科学学域 教授） 
• 布施 泉（北海道大学情報基盤センター・教授） 
• Jason F. Simon（University of North Texas Associate Vice President - Data Analytics 



and Institutional Research） 
• 寺島 史朗（文部科学省初等中等教育局学校情報基盤・教材課長） 
• 森 裕崇（京都市立西京高等学校 情報科教諭） 
• 芳賀 康大（京都市立西京高等学校 英語科教諭） 

ディスカッション内容 
1. 各発表の要点の再確認 

• 各パネリストが発表の要点を簡潔に再確認。 
• 参加者からの質問やコメントを基に、各発表の重要ポイントを再度強調。 

2. 今後の教育と DX 推進に関する議論 
• 教育のデジタルトランスフォーメーション（DX） 

o デジタル技術を活用した教育の未来像について議論。 
o データ分析の重要性と、その教育現場への適用方法についての見解。 

• 生成 AI の役割 
o 生成 AI の教育現場での実用性と今後の展開について討論。 
o AI リテラシー教育の必要性と、その方法についての意見交換。 

3. サイバーセキュリティの重要性 
• 坂本 修一がサイバーセキュリティの重要性を強調。 

o 教育機関におけるサイバーセキュリティの現状と課題。 
o 今後の対策と、教育現場でのサイバーセキュリティ教育の推進方法。 

• 野上 保之が岡山大学の事例を基に、学生がサイバーセキュリティに取り組む姿勢を
紹介。 

o 実践的なセキュリティ教育の重要性。 
4. 著作権教育の推進 

• 布施 泉が AXIESの取り組みを再度説明。 
o 教材の利用拡大と、著作権教育の重要性についての議論。 

• 他のパネリストからも、各教育機関での著作権教育の現状と課題について意見交換。 
5. 地域連携と教育の未来 

• 野上 保之が岡山大学の地域連携事例を基に、地域と連携した教育の重要性を強調。 
o 地域企業との連携による学生の実践的学びの場の提供。 

• Jason F. Simon がアメリカの事例を基に、地域連携とデータ分析の重要性について
説明。 

o データ駆動型の教育改革の成功事例とその効果。 
6. 質疑応答 

• 質疑応答セッション: 
o 参加者からの具体的な質問に各パネリストが回答。 
o 教育現場での実践的な課題や、その解決策についての意見交換。 



まとめ 
• 総括 

o 教育のデジタルトランスフォーメーション（DX）と生成 AI の活用、サイバ
ーセキュリティ、著作権教育、地域連携の重要性が再確認された。 

o 今後の教育の方向性について、各パネリストが具体的な提案を行い、実践的
な取り組みを共有。 

o ディスカッションを通じて、各教育機関が抱える課題とその解決策について
の理解が深まった。 

この詳細な要約は、ディスカッションの内容とその主要な議論ポイントを包括的に説明し
ています。各発表の要点再確認から具体的な課題解決の提案まで、教育現場での実践的な取
り組みと今後の展望が明確に示されています。 
4o 
「生成 AI の役割 生成 AI の教育現場での実用性と今後の展開について討論。 AI リテラシ
ー教育の必要性と、その方法についての意見交換。」を詳しく。 
ChatGPT 
ディスカッションの詳細 - 生成 AI の役割（2:28:43～終了） 
生成 AI の教育現場での実用性と今後の展開について討論 
1. 教育現場での生成 AI の実用性 

• 実用例 
o 森 裕崇（京都市立西京高等学校 情報科教諭） 

 情報科の授業でのプログラミング支援に生成 AI を活用。学生がコー
ドを記述する際に、AI がリアルタイムでフィードバックを提供する
ことで、効率的に学習できるよう支援。 

 データ解析の授業でも生成 AI を使用。学生がデータセットを入力
し、AI が解析結果を提供することで、実践的なデータサイエンスの
スキルを習得させる。 

o 芳賀 康大（京都市立西京高等学校 英語科教諭） 
 英作文の指導に生成 AI を活用。学生が書いた文章に対して AI が文

法や語彙の修正提案を行い、文章力の向上を図る。 
 英会話の練習にも生成 AI を使用。学生が AI と対話することで、実

践的な会話スキルを身につけることができる。 
2. 生成 AI の今後の展開 

• 森 裕崇の意見: 
o 生成 AI は教育現場での個別指導を強化するツールとして有望である。 
o 学生一人ひとりに合わせたフィードバックを提供することで、学習の質が向

上する。 



o AI 技術の進化に伴い、より高度な学習支援が可能になることを期待。 
• 坂本 修一（文部科学省大臣官房サイバーセキュリティ・政策立案総括審議官）の意

見: 
o 生成 AI は教育の DX（デジタルトランスフォーメーション）を推進する重

要な要素である。 
o 教育機関は生成 AI を積極的に導入し、その活用方法を模索すべきである。 
o 生成 AI の導入により、教師の負担を軽減し、より多くの時間を個別指導に

割けるようになる。 
3. AI リテラシー教育の必要性 

• 意見交換のポイント 
o 森 裕崇の意見: 

 生成 AI を効果的に活用するためには、学生だけでなく教師も AI リ
テラシーを身につける必要がある。 

 教師向けの研修やワークショップを通じて、AI の基本的な知識と活
用方法を教育することが重要。 

o 布施 泉（北海道大学情報基盤センター・教授）の意見: 
 学生に対する AI リテラシー教育も重要である。AI の仕組みや限界

を理解させることで、適切に利用するスキルを養う。 
 AI の利点とリスクを正しく理解し、自らの学びに生かすための教育

カリキュラムが必要。 
4. AI リテラシー教育の方法 

• 具体的な提案 
o 森 裕崇の提案: 

 初等中等教育から AI リテラシーをカリキュラムに組み込む。 
 実践的なプロジェクトを通じて、学生が AI を使用する機会を増や

す。 
o 芳賀 康大の提案: 

 英語教育と AI リテラシーを組み合わせた授業を展開。例えば、AI を
使った翻訳ツールや作文支援ツールの使用方法を教える。 

 学生が実際に AI ツールを使いながら学ぶことで、AI の利点と限界
を実感させる。 

• 坂本 修一の提案: 
o 教育機関に対する支援プログラムを策定。AI リテラシー教育のためのリソ

ースやガイドラインを提供。 
o 生成 AI の倫理的側面やプライバシー保護に関する教育も重視。 

結論 



• 生成 AI は教育現場での学習支援ツールとして非常に有用であり、その活用を推進
するためには、AI リテラシー教育の充実が不可欠である。 

• 教師と学生の双方に対する AI リテラシー教育を強化し、生成 AI の利点を最大限に
引き出すための具体的な取り組みが求められている。 

• 今後の展望として、生成 AI を含むデジタル技術を教育現場に広く導入し、教育の質
と効率を向上させるための戦略が必要である。 

この詳細な要約は、生成 AI の教育現場での実用性と今後の展開、AI リテラシー教育の必要
性と具体的な方法についての議論を詳しく説明しています。各パネリストの意見と提案を
含め、教育現場での生成 AI の活用に関する具体的な視点が提供されています。 
4o 
「6. 質疑応答 質疑応答セッション: 参加者からの具体的な質問に各パネリストが回答。 
教育現場での実践的な課題や、その解決策についての意見交換。」を詳しく。 
ChatGPT 
質疑応答セッション（2:28:43～終了） 
参加者からの具体的な質問と回答 
質問 1: 生成 AI の教育現場での導入における具体的な課題とその解決策 

• 質問者: 教育機関の関係者 
• 質問内容: 生成 AI を教育現場に導入する際に直面する具体的な課題と、それらの解

決策について。 
回答: 森 裕崇（京都市立西京高等学校 情報科教諭） 

• 課題: 
o 技術的な導入の難しさ: 教育現場に生成 AI を導入する際のハードウェアや

ソフトウェアの整備。 
o 教師の AI リテラシー不足: 教師が生成 AI を効果的に活用するための知識

とスキルが不足している。 
o プライバシーとデータセキュリティ: 学生のデータを AI に入力する際のプ

ライバシー保護とデータセキュリティの確保。 
解決策: 

• 技術支援の強化: 
o 学校に専門的な IT スタッフを配置し、技術的なサポートを提供。 
o 教育機関向けの生成 AI 導入ガイドラインを作成し、具体的な手順を提供。 

• 教師向け研修プログラム: 
o AI リテラシー向上のための研修やワークショップを定期的に開催。 
o 教師が生成 AI の基本的な仕組みや活用方法を学ぶ機会を提供。 

• プライバシー保護対策: 
o 学生のデータを扱う際のガイドラインを策定し、データの匿名化やセキュリ



ティ対策を徹底。 
o プライバシーに関する教育を学生にも行い、安全なデータ利用を促進。 

質問 2: 生成 AI を活用した授業の効果測定方法 
• 質問者: 大学の教育研究者 
• 質問内容: 生成 AI を活用した授業の効果をどのように測定し、評価すればよいの

か。 
回答: Jason F. Simon（University of North Texas Associate Vice President - Data Analytics 
and Institutional Research） 

• 効果測定方法: 
o 定量的評価: 

 学生の学習成果を定量的に評価するためのテストやアンケートを実
施。 

 生成 AI を導入する前後の成績の変化を比較し、その効果を分析。 
o 定性的評価: 

 学生や教師のフィードバックを収集し、生成 AI の使用感や学習体験
を評価。 

 インタビューやグループディスカッションを通じて、生成 AI がどの
ように学習に役立っているかを探る。 

• データ分析の活用: 
o 学生の学習データを収集し、データ分析ツールを使って学習パターンや傾向

を把握。 
o AI によるフィードバックの質や頻度を分析し、その効果を評価。 

質問 3: 生成 AI の教育現場での活用に対する保護者の反応 
• 質問者: 小学校の教師 
• 質問内容: 生成 AI の導入に対する保護者の反応と、それに対する対応策について。 

回答: 坂本 修一（文部科学省大臣官房サイバーセキュリティ・政策立案総括審議官） 
• 保護者の反応: 

o 保護者からは、生成 AI の利便性に対する期待と共に、プライバシーやデー
タセキュリティに対する懸念が示されることが多い。 

o AI 技術に対する理解不足からくる不安も見られる。 
対応策: 

• 説明会の開催: 
o 保護者向けの説明会を開催し、生成 AI の利点とリスクについて詳細に説明。 
o AI の仕組みや、プライバシー保護のための対策についても丁寧に説明する。 

• 透明性の確保: 
o 生成 AI の導入に関する情報を透明に公開し、保護者に信頼感を持ってもら



う。 
o データの取り扱いやセキュリティ対策についても詳しく説明し、保護者の不

安を軽減。 
質問 4: 生成 AI の導入コストとその負担方法 

• 質問者: 公立学校の管理者 
• 質問内容: 生成 AI の導入にかかるコストと、その負担方法について。 

回答: 野上 保之（岡山大学学術研究院環境生命自然科学学域 教授） 
• 導入コスト: 

o ハードウェア（コンピュータ、サーバー等）の購入費用。 
o ソフトウェアライセンス費用。 
o 維持管理費用や、ITスタッフの雇用費用。 

負担方法: 
• 公的助成金の活用: 

o 政府や地方自治体からの助成金や補助金を活用し、導入コストを軽減。 
o 教育関連の補助金プログラムに応募し、資金を確保。 

• 民間企業との連携: 
o 企業との連携プロジェクトを通じて、技術提供や資金援助を受ける。 
o 教育機関と企業が共同で開発・導入を行うことで、コストを分担。 

まとめ 
• 質疑応答セッションを通じて、生成 AI の導入に関する具体的な課題とその解決策

が明らかになった。 
• 教育現場での生成 AI の実用性を高めるためには、技術的な支援や AI リテラシー教

育の充実が不可欠である。 
• 保護者の理解と協力を得るために、透明性のある情報提供と丁寧な説明が重要であ

る。 
• 導入コストの負担方法として、公的助成金の活用や民間企業との連携が効果的であ

る。 
この詳細な要約は、質疑応答セッションで取り上げられた具体的な質問とそれに対する各
パネリストの回答を詳しく説明しています。教育現場での実践的な課題やその解決策につ
いての具体的な意見交換が示されています。 
4o 
 


